
　
半
導
体
デ
バ
イ
ス
、
モ
バ
イ
ル
関
連
機
器
、
光
学
、
医
療
機
器
分
野
な
ど
で
、
製

品
の
コ
ン
パ
ク
ト
化
、
高
機
能
化
、
高
密
度
化
が
進
み
、
精
密
・
微
細
加
工
の
ニ
ー

ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
こ
れ
ら
の
機
能
が
組
み
込
ま
れ
る
製
品
は
世
界
市

場
で
過
酷
な
競
争
が
待
ち
構
え
て
お
り
、
高
性
能
、
低
コ
ス
ト
お
よ
び
短
納
期
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
２
０
０
５
年
に
ソ
デ
ィ
ッ
ク
か
ら
登
場
し
た
超
精
密
・
微
細
用
マ

シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

Ｍ
Ｃ

「
Ａ
Ｚ
１
５
０
」
は
微
細
切
削
の
加
工
精
度
を
一
気

に
高
め
、
切
削
領
域
を
拡
大
さ
せ
た
。
そ
の
後
、
エ
ン
ド
ミ
ル
の
微
小
径
、
高
性
能

化
が
進
み
、
今
や
、
最
小
径

、
切
削
精
度
シ
ン
グ
ル
ナ
ノ

Ｒ
ａ

を
実
現

す
る
に
至
っ
て
い
る
。

基
本
条
件
と
最
新
動
向
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図
１
　
新
た
な
超
精
密
・
微
細
切
削
用
Ｃ
Ｎ
Ｃ
制
御
シ
ス
テ
ム

「
Ｄ
ｉ
ｒ
ｅ
ｃ
ｔ
Ｍ
ｏ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
―
Ｃ
Ｎ
Ｃ
制
御
シ
ス
テ
ム
」
例

ソ
デ
ィ
ッ
ク

　
現
在
、
１

前
後
の
切

削
精
度
を
実
現
で
き
る
Ｍ
Ｃ

は
数
社
か
ら
市
販
さ
れ
て
お

り
、
そ
れ
ら
の
中
で
、
ナ
ノ

領
域
の
超
精
密
切
削
が
実
現

可
能
な
機
種
も
登
場
し
て
い

る
。
超
精
密
切
削
で
不
可
欠

な
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
、
立
方
晶

窒
化
ホ
ウ
素

ｃ
Ｂ
Ｎ

焼

結
体
の
エ
ン
ド
ミ
ル
は
微
小

径
化
の
追
求
と
工
具
寿
命
、

切
削
特
性
の
高
度
化
が
望
ま

れ
て
い
る
。
被
削
材
は
チ
タ

ン
合
金
、
高
硬
度
鋼
な
ど
か

ら
、
超
硬
合
金
を
含
む
セ
ラ

ミ
ッ
ク
ス
材
な
ど
に
拡
大
傾

向
で
、
新
た
な
切
削
工
具
の

開
発
、
切
削
条
件
の
構
築
は

急
務
で
あ
る
。
超
精
密
・
微

細
切
削
向
け
Ｍ
Ｃ
の
機
能
は

工
具
特
性
を
十
分
に
発
揮
さ

せ
、
と
り
わ
け
、
工
具
摩
耗

が
少
な
い
切
削
機
能
が
求
め

ら
れ
る
。

　
こ
の
実
現
に
は
主
軸
特
性

回
転
数
、
熱
変
位
、
振
れ

精
度
な
ど

と
送
り
駆
動
系

の
高
速
・
俊
敏
性
な
ど
の
追

求
が
必
要
で
あ
る
。
主
軸
の

振
れ
と
熱
変
位

Ｚ
方
向
の

伸
び
量

は
工
具
寿
命
と
切

削
精
度
に
直
接
的
な
影
響
を

及
ぼ
す
た
め
、
微
小
工
具
で

は
１

以
下
に
抑
え
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。

　
俊
敏
な
送
り
駆
動
は
エ
ン

ド
ミ
ル
切
れ
刃
の
摩
耗
を
抑

制
す
る
有
効
な
手
段
で
あ

り
、
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
駆
動

方
式
が
最
適
な
送
り
駆
動
系

と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
る
。

　
超
精
密
切
削
を
指
向
し
た

数
値
制
御

Ｎ
Ｃ

プ
ロ
グ

ラ
ム
デ
ー
タ
は
Ｃ
Ａ
Ｍ
で
出

力
す
る
Ｎ
Ｃ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

１
ブ
ロ
ッ
ク
の
線
分
長
、
す

な
わ
ち
点
群
デ
ー
タ
を
極
力

短
く
す
る
方
法
が
一
般
的
で

あ
る
。
こ
の
方
法
は
Ｃ
Ａ
Ｍ

の
計
算
時
間
に
長
時
間
を
要

す
る
た
め
、
Ｎ
Ｃ
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
長
大
で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
数
値
制
御

Ｃ
Ｎ
Ｃ

装
置
が
先
行
解
読
し
て
軸
動

作
指
令
を
計
算
す
る
時
間
に

多
く
を
費
や
し
、
俊
敏
な
送

り
動
作
が
難
し
く
な
る
。
し

た
が
っ
て
、
Ｎ
Ｃ
デ
ー
タ
量

を
少
な
く
、
精
度
を
低
下
せ

ず
俊
敏
な
切
削
が
可
能
な
デ

ー
タ
生
成
シ
ス
テ
ム
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

　
新
た
に
開
発
さ
れ
た
ソ
デ

ィ
ッ
ク
の
Ｃ
Ｎ
Ｃ
制
御
シ
ス

テ
ム
「
Ｄ
ｉ
ｒ
ｅ
ｃ
ｔ
Ｍ
ｏ

ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
―
制
御
シ
ス
テ

ム
」
は
図
１
の
よ
う
に
、
３

次
元
モ
デ
ル
デ
ー
タ
を
直
接

Ｃ
Ｎ
Ｃ
制
御
装
置
に
読
み
込

み
、
モ
デ
ル
に
忠
実
な
カ
ッ

タ
ー
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
自
動

生
成
し
、
Ｎ
Ｃ
コ
ー
ド
を
介

さ
ず
に
直
接
軸
動
作
指
令
を

モ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ

ー
へ
出
力
す
る
シ
ス
テ
ム
で

あ
る
。
こ
の
Ｃ
Ｎ
Ｃ
制
御
シ

ス
テ
ム
は
超
精
密
・
微
細
切

削
に
お
け
る
さ
ら
な
る
高
度

化
を
促
進
し
た
。

　
微
小
径
エ
ン
ド
ミ
ル
、
ド

リ
ル
保
持
の
振
れ
精
度
は
、

切
削
精
度
と
工
具
寿
命
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
す
。
例
え

ば
、
シ
ン
グ
ル
ナ
ノ
切
削
が

実
現
可
能
な
Ｍ
Ｃ
主
軸
の
場

合
は
主
軸
に
直
接
焼
き
ば
め

方
式
で
自
動
着
脱
す
る
方
式

が
開
発
さ
れ
、
口
元
の
振
れ

精
度
は
０
・
３

以
下
で

あ
る
。
従
来
の
小
型
Ｍ
Ｃ
で

精
密
・
微
細
切
削
を
試
み
る

に
は
、
市
販
の
高
精
度
・
高

速
主
軸

例
え
ば
、
ナ
カ
ニ

シ
、
大
昭
和
精
機

を
補
助

主
軸
と
し
て
用
い
る
と
高
能

率
・
高
精
度
化
が
期
待
で
き

る
。
最
近
、
口
元
の
振
れ
精

度
が
１

以
下
の
焼
き
ば

め
方
式
ツ
ー
リ
ン
グ
が
開
発

さ
れ
、
エ
ン
ド
ミ
ル
、
ド
リ

ル
切
削
の
高
精
度
化
と
安
定

化
が
可
能
に
な
っ
た
。

　
超
硬
合
金
の
切
削
は
実
用

段
階
を
迎
え
、
講
演
、
技
術

講
習
会
で
紹
介
さ
れ
急
速
な

展
開
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い

る
。
超
硬
合
金
の
切
削
は
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
コ
ー
テ
ッ
ド
超

硬
合
金
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
焼

結
体

以
下
、
Ｐ
Ｃ
Ｄ

Ｐ

ｏ
ｌ
ｙ
―
Ｃ
ｒ
ｙ
ｓ
ｔ
ａ
ｌ

ｌ
ｉ
ｎ
ｅ
―
Ｄ
ｉ
ａ
ｍ
ｏ
ｎ

ｄ
と
呼
ぶ

、
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
単
結
晶
が
工
具
材
種
に
適

用
さ
れ
る
。

　
超
硬
合
金
の
切
削
は
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
電
着
砥
石
で
荒
加

と
い
し

工
後
に
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
コ

ー
テ
ッ
ド
超
硬
合
金
、
ま
た

は
Ｐ
Ｃ
Ｄ
エ
ン
ド
ミ
ル
で
仕

上
げ
切
削
す
る
プ
ロ
セ
ス
も

紹
介
さ
れ
て
い
る
。
高
硬
度

鋼
な
ど
の
微
細
切
削
は
、
切

削
後
の
修
正
が
難
し
く
、
刃

先
摩
耗
発
生
を
抑
制
す
る

「
減
り
難
い
工
具
」
が
追
求

さ
れ
、
超
精
密
切
削
化
に
伴

っ
て
、
ｃ
Ｂ
Ｎ
焼
結
体
、
Ｐ

Ｃ
Ｄ
な
ど
の
工
具
の
適
用
が

増
え
る
傾
向
に
あ
る
。
同
時

に
、
エ
ン
ド
ミ
ル
の
振
れ
精

度
、
刃
並
び
精
度
、
切
れ
刃

エ
ッ
ジ
部
の
高
品
位
な
ど
の

追
求
は
必
須
で
あ
る
。
焼
き

ば
め
ホ
ル
ダ
ー
を
用
い
た
工

具
研
削
方
式
の
導
入
は
工
具

研
削
、
工
具
再
研
削
の
高
精

度
化
に
有
効
で
、
既
に
一
部

で
導
入
さ
れ
効
果
を
発
揮
し

て
い
る
。
エ
ン
ド
ミ
ル
の
微

小
径
化
は
微
細
切
削
を
推
進

す
る
上
で
必
須
な
条
件
で
あ

り
、
研
削
に
よ
る
工
具
成
形

か
ら
脱
皮
し
た
新
た
な
成
形

方
式
が
模
索
さ
れ
て
い
る
。

現
状
、
多
軸
制
御
ワ
イ
ヤ
放

電
加
工
機
が
有
力
な
手
段
と

し
て
挙
げ
ら
れ
る
が
、
生
産

性
を
高
め
る
対
策
が
課
題
で

あ
ろ
う
。


